
生活単元学習指導案（細案）

平 成 2 6 年 1 1 月 1 4 日 金 曜 日 ２ 校 時
中 学 部 １ 年 男子５人 女子２人 計７人
場 所 中 学 部 １ 年 教 室
指導者 ○○○○(CT) ○○○○(ST1) ○○○○(ST2）

１ 単元 「作って食べよう～マイクレープを作ろう～」

２ 単元について
(1) 単元設定の理由
＜生徒の実態＞
本学級は，本校小学部又は地域の小学校から入学してきた生徒７人で構成されており，障害の

程度や生活経験は様々である。１学期に実施した校内宿泊学習における，食べたいメニューを決
めて，材料や作り方を調べたり，実際に調理をしたりする様子から，食に関する学習に対して関
心の高さがうかがえる。一方で，実際の調理活動の様子を見てみると，調理道具や材料への知識
が十分でなかったり，扱いに慣れていなかったりする。そのため，教師の言葉掛け等がなければ
調理をすることが難しく，材料を適切な大きさに切れなかったり，調味料の量を間違えてしまっ
たりする。これは，道具の正しい扱い方を知らなかったり，料理に合わせた材料の処理の仕方を
知らなかったりするためだと考える。また，レシピを読むなどいくつかの手順に沿って調理をす
ることや学校で学んだことを家庭で伝えたり，再現したりすることが難しかったりする。これは，
言葉の意味を理解することが難しかったり，学んだことを記憶したりすることが難しいためだと
考える。さらに，調理で失敗したり，作り方が分からなくなったりしたときに，自分の知ってい
る調理方法にこだわってしまったり，周りの人のアドバイスを受け入れられなかったりする。こ
れは，様々な方法を試したり，周りの人の意見を受け入れたりすることで，更においしく作るこ
とができた達成感やそのよさを味わうことが少ないためだと考える。
＜単元の意義・価値＞
以上の実態を踏まえて，本単元「作って食べよう」を設定した。自分で調理をしたものを食べ

るという学習は，食に関する興味・関心が高い生徒たちにとって意欲的に取り組むことができる。
様々な道具や材料を使いながら調理に取り組むことで，道具の扱い方や材料の処理の仕方につい
ての知識を増やしたり，技術を身に付けたりすることができると考える。また，道具や材料の準
備をしたり，レシピに沿って調理をしたりすることで，自分でどうすればよいか計画を立てなが
ら行動したり，文を読んで手順を理解したりすることができる。前単元の「○○へ行こう」にお
いて，出掛けた先でクレープを購入し，作っている様子を見たり，購入して味わったりしている
生徒たちは，本単元で取り組むクレープ作りに関心をもち，自分で作ってみたいという気持ちが
高まってきている。自分で試行錯誤しながら作ったクレープを自分で食べたり誰かに食べても
らったりすることで，作る喜びを感じることにもつなげることができると考える。さらに，様々
な調理方法を試したり，グループの友達と話し合ったりしながら試行錯誤することで，よりおい
しく作ることができる達成感を味わうことができると考える。
＜ねらい＞
そこで本単元では，自分たちで道具や材料を選択して正しく扱ったり，レシピに沿って調理に

取り組んだりすることができるようにする。また，調理をして食べる活動を通して，作って食べ
る楽しさや誰かに食べてもらう喜びを感じることができるようにする。さらに，様々な方法を試
したり，友達と話し合ったりしながら調理をすることで，よりおいしく作るにはどうしたらいい
か考えることができるようにする。
＜指導観＞
具体的には，材料や調理方法について調べたり，自分たちで買物に出掛けたりすることで，学

習への見通しをもったり，意欲を高めたりすることができるようにしたい。最初の調理活動では
二つのグループに分かれ，生徒たちが自分の経験や調べた調理方法を基にクレープを作って自分
で食べる活動を行う。調理後には自分たちの成果や課題に気付くことができるように，うまくで
きたところや失敗してしまったところについて話し合うことができるようにしたい。そこで出て
きた課題を解決し，よりおいしいクレープを作るために，「生地を作る」，「生地を焼く」，「生地
を巻く」の三つの工程に分けて学習を行っていくようにする。活動の際は，クレープを焼いてい
る様子を映像で見たり，生地の種類や量など様々な条件を選択したり，友達と話し合ったりしな
がら，おいしいクレープの作り方を考えることができるようにしたい。また，生徒一人一人がど
んな材料や道具を使って，どのような手順でクレープを作るのかを記録することができるように
マイレシピブックを用意する。生徒たちは，単元で学んだことをマイレシピブックに記録し，家
庭に持ち帰ることで，保護者に伝えたり，家庭で調理する際の手掛かりにしたりすることができ
るようにしたい。
＜展望＞
このような学習を通して，生徒たちは調理道具や材料を正しく扱ったり，レシピに沿って調理

をしたりすることができるようになることで，作って食べる楽しさを知り，休みの日にデザート
を作って家族と味わうなど余暇の充実につなげることができると考える。また，調理だけでなく，
生活の中で一人で解決することが難しい課題があったときに，自分の考え方だけでなく，周りの
人のアドバイスを取り入れながらいろいろな方法で解決しようとすることができるようになり，
様々な視点から物事を捉えることができるようになると考える。



(2) 実態
観点 調理に対する興味・ 課題解決の様子 調理道具や材料の知 計画や手順の理解

生徒 関心 識や扱い方
調理への興味・関 友達の様子を手掛 調理道具や材料へ 計画表や手順表を

心は高い。火への恐 かりに同じ方法を試 の知識は少ない。教 読んで理解すること

Ｋ．Ｋ
怖心が強いが，友達 したり，タブレット 師が手を添えること は難しい。写真や動

（１年，男）
の姿を手掛かりにす 端末を使うことで意 で，包丁で食材を 画，友達の姿を手掛
ることで火を使った 欲的に課題解決に取 切ったり，菜箸で混 かりに，実際に体験
調理にも取り組むこ り組んだりすること ぜたりすることがで することで理解を深
とができる。 ができる。 きる。 めることができる。
食べることへの興 自分なりに課題解 学童での調理の経 計画や手順が簡潔

味・関心は高い。調 決の方法をもってい 験から名前を知って な文で示してあれ
理活動では，友達の る。新しい方法を受 いる道具や材料も多 ば，自分で読んで行

Ｋ．Ｎ
姿を見てまねをした け入れるまで時間が い。扱い方を目の前 動に移すことができ

（１年，男）
り，教師の言葉掛け 掛かることがある。 で示したり，手元へ る。文を読んで理解
を聞いたりすること 友達の姿を手掛かり の注意を促したりす が難しいときには，
で調理に取り組むこ に新しい方法を少し ることで，一人で道 近くにいる友達や教
とができる。 ずつ身に付けること 具や材料を扱うこと 師の姿を手掛かりに

ができる。 ができる。 することが多い。
小学校での家庭科 新しい課題に向き 調理道具や材料の 自分で計画を立て

の授業や保護者の調 合うと，すぐに諦め 名前や扱い方の知識 たり，手順を考えた
理の様子から学んだ ようとしたり，周り はあるが，自分の思 りすることは苦手だ
ことを意欲的に実践 の人の意見を受け入 いどおりに扱うこと が，教師の言葉掛け

Ｓ．Ｙ しようとする姿が見 れようとしなかった が難しい。分量を量 を手掛かりに，何か
（１年，男）られる。学校で作っ りする。具体的な言 るときに難しさを感 ら行えばよいか考え

た料理を家庭で再度 葉で説明をすること じることが多い。具 ることができる。手
作ったり，保護者の で，納得して新しい 体的に計算式を示す 順表などがあれば，
手伝いを意欲的に 方法にも取り組むこ ことで自分で量るこ 自分で確認して活動
行ったりしている。 とができる。 とができる。 することができる。
家庭では積極的に 一つの方法だけで 小学部の学習や家 これまでの経験を

調理をすることは少 課題を解決しようと 庭で使ったことがあ 基に，何からすれば
ないが，野菜を切る することが多い。十 る調理道具や材料に よいか考えながら活

Ｍ．Ｒ
など保護者の手伝い 分な時間をとって ついては一人で扱う 動することができ

（１年，男）
をすることがある。 様々な方法を提示す ことができる。新し る。計画表や手順表
宿泊学習では，小学 ることで，周りの意 い道具に関しても， があることで，分か
部での経験を生かし 見を受け入れながら 扱い方を示すことで らなくなったときに
て意欲的に調理に取 課題に取り組むこと 模倣しながら扱うこ 自分で確かめながら
り組む姿が見られた。ができる。 とができる。 活動ができる。
食べることへの興 少しでも難しいと 扱ったことがある 文字を読むことが

味・関心はとても高 感じると諦めてしま 調理道具や材料の名 苦手なため，文字だ
い。調理にも意欲的 う姿が多く見られ 前は覚えている。手 けの計画表や手順表

Ｙ．Ｎ
に取り組もうとする る。どうしたらよい 元を集中して見続け では手掛かりになり

（１年，男）
姿が見られるが，材 のかを具体的に言葉 ることが難しい。具 にくい。写真を示し
料の扱い方や材料の で伝えることで，少 体的に言葉掛けをし たり，言葉で補足し
処理の仕方に課題が しずつ課題に向き合 たり，手を添えたり たりすることで理解
あり，家庭では調理 おうとすることがで することで道具を扱 できることが多い。
をすることは少ない。きる。 うことができる。
食べることや調理 自分で新しい方法 名前を覚えていな 簡潔な文であれ

への興味・関心がと を見付けることは難 いものもあるが，一 ば，計画表や手順表
ても高い。家庭では，しい。友達の姿を手 人で扱うことができ を見ながら活動する

Ｓ．Ｍ
材料を切ったり，保 掛かりにいろいろな る調理道具は多い。 ことができる。分か

（１年，女）
護者と一緒に調味料 方法を使って課題を 材料の長さを意識し らないときには，言
を入れたりして調理 解決しようとする姿 たり，量を量ったり 葉で補足したり，一
に意欲的に取り組ん が見られる。 することに課題があ 緒にやってみたりす
でいる。 る。 ることで理解を深め

ることができる。
食べることはとて 自分が決めた方法 今まで使ったこと 計画表や手順表の

も好きだが，調理へ をすぐに変えること がある調理道具や材 文字を読んで理解す

Ｎ．Ｅ
の興味・関心は高く は難しい。言葉でや 料の名前は覚えてい ることは難しいが，

（１年，女）
ない。教師や友達の りとりをしながら取 る。包丁への恐怖心 提示されている写真
言葉掛けを聞いて一 り組むことで，新し が強いが，教師が手 や友達や教師の言葉
緒に活動に取り組む い方法にも挑戦する を添えることで，食 掛けを手掛かりに理
ことができる。 ことができる。 材を切ることができる。 解することができる。



３ 単元目標
(1) 全体目標
ア 目的に応じて道具や材料を選択して正しく扱ったり，レシピに沿って調理に取り組んだり
することができる。

イ 自分で調理をして食べる活動を通して，作って食べる楽しさや誰かに食べてもらう喜びを感
じることができる。

ウ 様々な方法を試したり，友達と話し合ったりすることで，よりおいしく作るにはどうしたら
よいかについて考えて調理をすることができる。

育てたい力 評 価 規 準 観点
① 作って食べる楽しさや食べてもらう喜びを感じてい 【関心・意欲・態度】

自分づくり る。
② よりおいしく作るためにどうしたらいいか考える。 【思考・判断・表現】
③ 自分の意見を伝えたり，友達の意見を受け入れたり 【思考・判断・表現】

関係づくり
している。

④ 安全に道具や材料を扱ったり，レシピに沿って調理 【技能】
に取り組んだりしている。 【知識・理解】

生活づくり
⑤ 保護者に学んだことを伝えたり，一緒に調理に取り 【思考・判断・表現】
組んだりする。

(2) 個人目標
生徒 個別の指導計画の目標 個 人 目 標

教師や友達と簡単なルー ア 教師や友達の言葉掛けや写真カードを手掛かりに道具や材料を
ルのある活動を行うことが 選んだり，安全に気を付けて道具を扱ったりすることができる。

Ｋ．Ｋ できる。 イ 自分で作った料理を食べたり，食べてもらった人の表情を見た
（１年，男） りすることで，作って食べる喜びを感じることができる。

ウ 友達や教師の姿を手掛かりにしながら，一緒に調理に取り組む
ことができる。

自分の役割を果たしたり， ア 友達の姿やレシピを手掛かりにしながら，道具や材料を正しく

Ｋ．Ｎ
友達と協力して活動したり 扱って調理をすることができる。

（１年，男）
することができる。 イ 自分で作った料理を食べたり，食べてもらった人に称賛を受け

たりすることで，調理をする楽しさを感じることができる。
ウ 友達や教師の姿を見て，まねをしながら調理に取り組むことが
できる。

自分の意見を分かりやす ア 料理に合わせて材料の切り方について考えたり，道具を使って
く相手に伝えたり，周りの 分量を量ったりしながら調理に取り組むことができる。

Ｓ．Ｙ
意見を受け入れ，よりよい イ 周りの人のアドバイスを受けながら調理を工夫したり，食べて

（１年，男）
方法を考えたりしながら活 もらった人に称賛を受けたりすることで，調理をする楽しさを味
動することができる。 わうことができる。

ウ 様々な方法を試したり，友達と話し合ったりしながら，よりお
いしく作るポイントを考えて調理をすることができる。

自分の役割を意識したり， ア レシピを手掛かりに材料を選んだり，分量を正しく量ったりし
自分の意見を伝えたり，友 ながら調理に取り組むことができる。
達の意見を受け入れて話し イ 友達や教師の意見を聞いて味を調節したり，食べてもらった人

Ｍ．Ｒ 合ったりしながら活動する に称賛を受けたりすることで，作って食べる喜びを感じることが
（１年，男） ことができる。 できる。

ウ 新しい方法を試したり，友達の意見を受け入れたりすることで，
どうしたらよりおいしく作ることができるか考えながら，調理に
取り組むことができる。

学習計画や周りの言葉掛 ア 教師や友達の言葉掛けを受けながら，安全に気を付けて料理に
けを手掛かりに，自ら進ん 合わせて様々な道具や材料を扱うことができる。

Ｙ．Ｎ
で学習に取り組むことがで イ 自分で作り上げた料理を食べたり，食べてもらった人に作って

（１年，男）
きる。 いる過程や味について称賛を受けたりすることで，作って食べる

楽しさを感じることができる。
ウ 言葉掛けを手掛かりに，友達や教師が作る姿を見て，まねをし
ながら調理に取り組むことができる。

きまりを守りながら，自 ア レシピや教師の言葉掛けを手掛かりに，料理に合わせた材料や
分の役割を果たしたり，友 道具の扱い方を考えながら調理に取り組むことができる。

Ｓ．Ｍ 達と協力して活動したりす イ 自分で作った料理を周りの人に食べてもらい，アドバイスや称
（１年，女） ることができる。 賛を受けることで，調理の楽しさを感じることができる。

ウ 様々な方法を試したり，友達の良いところをまねをしたりしな
がら，どうしたらおいしく作ることができるか考えて，調理に取
り組むことができる。

行事の目標や活動内容に ア 教師や友達の言葉掛けを手掛かりに材料や道具を選び，安全に
ついて大まかな見通しを 気を付けて調理に取り組むことができる。

Ｎ．Ｅ もった上で，周囲の人を支 イ 教師や友達と一緒に料理を作り上げて食べることで，作って食
（１年，女） えに学習に取り組むことが べる喜びを感じることができる。

できる。 ウ 友達の作る姿を見ながら，どうしたらおいしくできるか教師と
一緒に考えたり，調理に取り組んだりすることができる。



４ 指導計画（総時数23時間）
次 時数 主な学習活動・内容 同時期に実施する各教科等との関連

１ 調理学習について話し合う。
【評価規準③】 ○ 調理のために必要な材料や作り方

(1) 作るものや学習内容について話し合 を本やインターネットを使って調べ
う。 る。

(2) 必要な材料や作り方を調べる。 → 国語「説明書を読もう」
２ 材料や道具を準備する。 ○ 必要な材料を選んで，購入する。
【評価規準①③】 → 数学「お金を支払おう」

一 ９
(1) 必要な材料を買いに行く。
(2) 必要な道具を準備する。 ○ 調理道具の名前を覚えたり，安全

３ クレープを作って食べる。 に使ったりする。
【評価規準①③④】 → 作業学習「展示販売会に向けて
(1) 調べた作り方に従って，クレープを 製品を作ろう」
作る。

(2) 作ったクレープを食べる。
(3) うまくできたところや失敗したとこ
ろについて話し合う。

４ どうしたらおいしいクレープができる ○ 必要な調理道具を選んだり，正し
か考えたり，マイレシピブックに記録し く使ったりする。
たりする。 【評価規準②③④⑤】 → 作業学習「展示販売会に向けて
(1) 生地の作り方（材料の量り方や混ぜ 製品を作ろう」
方）について考えたり，実際に作った ○ 様々な調理道具を使って，材料の
りする。 分量を量ったり，混ぜたりする。

(2) 生地の厚さや焼き方について考えた → 数学「はかってみよう（長さ・

二 12
り，実際に焼いたりする。 重さ）」

(本時
(3) 生地の巻き方やクレープに入れる材 ○ マイレシピブックに材料や作り方

3／12)
料の切り方について考えたり，実際に を記録する。
クレープを巻いたりする。 → 国語「説明書を読もう」

５ マイレシピブックを基に，クレープを ○ マイレシピブックに沿って，調理
作って食べる。 【評価規準①②③④】 をする。
(1) 必要な材料を買いに行く。 → 国語「説明書を読もう」
(2) 必要な道具を準備する。
(3) 調理をして食べる。

６ 調理の様子を振り返る。
【評価規準①②③⑤】 ○ 写真や映像を見て調理の様子を振

(1) 調理の様子を振り返る。 り返る。
(2) マイレシピブックを用いながら，調 → 国語「写真や絵を見て話そう，

三 ２ 理活動で学んだことについて話し合 書こう」
う。

(3) 調理活動で学んだことや次に作って
みたいものについてまとめたり，みん
なの前で発表したりする。
単元（題材）相互の指導内容及び学習活動のつながり

【前の単元】
・ 「なかまの家に泊まろう」では，夕食のメニューを作るために材料を調べたり，買物をし
たり，レシピに沿って調理をしたりする。

・ 「○○へ行こう」では，買いたいものや食べたいものの値段や売っている店を調べたり，
実際に出掛けて購入したりする。

【次の単元】
・ 「ふとくフェスティバルをしよう」では，自分たちで役割を分担して活動に取り組んだり，
協力して準備・片付けをしたりする。

・ 「ふとくフェスティバルをしよう」では，グループで劇の練習をしたり，どうやったらもっ
とよくなるかを話し合ったりする。

【各教科等の単元（題材）】
・ 作業学習「ふとくフェスティバルに向けて製品を作ろう」では，道具を安全に使って製品
を作ったり，協力して製品作りや準備・片付けに取り組んだりする。



５ 本時の学習（12／23）
(1) 全体目標

映像や写真カードを見たり，友達と話し合ったりしながら，生地の種類や量，厚さ，焼き色に
ついて考えてクレープの生地を焼くことができる。

(2) 個人目標
生徒 個 人 目 標 評価規準との関連
Ｋ．Ｋ 映像や実際に友達が作っている姿を手掛かりにしながら，教師 ②③④

（１年，男）と一緒に生地を流したり伸ばしたりすることができる。

Ｋ．Ｎ
友達が作っている姿を見てまねをしたり，写真カードや教師の ②③④

（１年，男）
言葉掛けを手掛かりにしたりすることで，生地の量を調節したり，
伸ばしたりすることができる。

Ｓ．Ｙ 映像や写真カード，友達の姿を手掛かりに，食感や生地の返し ②③④

（１年，男）やすさを考慮して，生地の種類を選んだり，量や伸ばし方を考え
て焼いたりすることができる。

Ｍ．Ｒ
映像や写真カードを基にして友達に意見を伝えたり，試食しな ②③④

（１年，男）
がら生地の種類や生地の量，伸ばし方を考えて焼いたりすること
ができる。

Ｙ．Ｎ 友達の姿や教師の言葉掛けを手掛かりにしながら，教師と一緒 ②③④
（１年，男）に，生地の量を調節したり，伸ばしたりすることができる。

Ｓ．Ｍ
写真カードや教師の言葉掛け，焼き色を手掛かりにしながら生 ②③④

（１年，女）
地の種類や焼き時間を選んだり，生地の量や伸ばし方を考えて焼
いたりすることができる。

Ｎ．Ｅ
友達の姿を見たり，教師の言葉掛けを手掛かりにしたりしなが ②③④

（１年，女）
ら，友達や教師と一緒に生地の量を調節したり，伸ばしたりする
ことができる。

(3) 指導及び支援に当たって
学習活動の概要と授業環境の工夫
生徒たちはこれまで，自分たちで材料や作り方を調べることで，必要な道具や材料の名前につ

いて知ったり，自分たちで買物に出掛けて材料を購入したりしてきた。また，調理では，安全や
衛生に気を付けたり，道具や材料の正しい扱い方について考えたりしながら調理に取り組んでき
た【関係づくり】。調理を行う中で，困っている友達に言葉を掛けたり，「○○したら？」と意
見を出し合ったりしながら学習に取り組む姿が見られるようになってきている【関係づくり】。
これまでの学習では，自分たちで調べた調理方法を基に，クレープを作って食べたり，うまくで
きたところや失敗したところについて話し合ったりしてきた。そこで出てきた課題を解決しなが
らよりおいしいクレープを作るために，前時まで生地を作ることに焦点を当て，材料の量や混ぜ
方について考えたり，実際に生地を作ったりしてきた。
そこで本時では，よりおいしいクレープを作るために，生地を焼くことに焦点を当てて活動を

行う【自分づくり】。クレープの生地を焼いている映像を見たり，生地の種類や量，伸ばし方な
ど様々な条件を試したりすることで，生徒たちが自ら選択しながら活動することができるように
する。実践しながら自分が選んだ焼き方をマイレシピブックに記入することで，家庭で作る際に
も活用することができるようにする【生活づくり】。

教材・教具とのかかわりについて
本時では，生地を焼くことに焦点を絞って学習を行うため，調理道具をあらかじめテーブルの

上に準備しておき，生徒たちが道具を選択しながら活動することができるようにする。また，生
地を焼く条件を写真カードで示すことで，自分はどんな条件で生地を焼くのかを選択しながら活
動することができるようにする。さらに，前時でも使用しているマイレシピブックを準備し，自
分が選んだ生地の種類や量などについて，写真シールを貼ったり自分で記入したりすることがで
きるようにする。

人（友達や教師）とのかかわりについて
本時では，二グループに分かれて学習を行う。それぞれのグループにリーダーを決めておくこ

とで，リーダーを中心にして話し合いながら活動を進めることができるようにする。テーブルの
中心にホットプレートを設置し，グループ全員でテーブルを囲み，お互いの姿がよく見えるよう
にすることで，友達の姿からも学ぶことができるようにする。生徒たちが困ったときに教師に助
言を求めたり，教師と一緒に活動したりすることができるように，ST１はグループ１，ST２はグ
ループ２，CTは全体を把握するなど，役割を明確にしておく。

自分とのかかわりについて
生地を焼いた後には，生地を見比べたり試食したりする活動を設定することで，自分が焼いた

生地と友達が焼いた生地の違いについて考えることができるようにする。また，生地を焼く活動
の様子をタブレット端末を使って録画しておくことで，自分の活動の成果に気付くことができる
ようにする。その際に，友達や教師からの意見を聞くことで，称賛を受けたり自分の課題に気付
いたりすることができるようにする。



(4) 実際
過程 主な学習活動 指導及び支援上の留意点 資料・準備

１ 始めの挨拶をする。 ・学習計画
２ 前時の学習を振り返り，本 ・ 本時の学習で何を学習するのかに 表
時の学習について話し合う。 ついて生徒たちの言葉を引き出すこ ・写真カー

とができるように，学習計画表を提 ド
マイクレープの生地を焼こう。 示する。 ・めあて

導入 ・ 映像を見ながら生地を焼くときの カード
（10分） ３ 生地を焼いている映像を見 温度をメモすることができるように，・テレビ

たり，生地を焼くための条件 各グループのリーダーにミニホワイ ・パソコン
について話し合ったりする。 トボードを渡す。 ・ミニホワ
・ 生地の種類（薄力粉・ホッ ・ 生地を焼く際の条件について考え イトボー
トケーキミックス） ることができるように，写真カード ド

・ 生地の量（１杯・２杯） を提示する。
・ 焼く時間（30秒・60秒）

４ 様々な条件を試しながら生 ・ すぐに活動が始められるように， ・テーブル
地を焼く。 あらかじめ調理道具や材料をテーブ ・ボール

【グループ１】Ｋ．Ｋ，Ｋ．Ｎ ルの上に準備しておく。 ・生地
Ｍ．Ｒ ・ 活動に入る前に，ホットプレート ・フライ返

【グループ２】Ｓ．Ｙ，Ｙ．Ｎ を使用するため，鉄板には絶対に触 し
Ｓ．Ｍ，Ｎ．Ｅ らないことを説明する。 ・ホットプ

(1) 消毒をする。 ・ 必ず全員が手指の消毒ができるよ レート
(2) 様々な条件を試しながら うに，消毒スプレーを準備しておく。・ふきん
焼いたり，試食したりする。 生地を焼く前には必ず消毒をするよ ・お玉

うに言葉掛けをする。 ・皿
（考えられる活動） ・ 手荒れが気になる生徒（Ｋ．Ｎ， ・油

・ 映像を見て気付いたこ Ｙ．Ｎ）については，ビニール手袋 ・タブレッ
とを基に，生地を焼く。 を付けるように伝える。 ト端末
・ 写真カードを基に，条 ・ 本時では，焼く活動に重点を置く ・ビニール
件を選択して生地を焼く。 ことができるように，マイレシピブッ 手袋
・ どの焼き方が自分に一 クに基づいた生地をあらかじめ準備 ・消毒液
番合っているか考える。 をしておく。 ・マスク
・ 友達の焼いた生地を試 ・ 二つのグループに分かれて活動を ・三角巾
食する。 行う。グループ１をST１，グループ ・エプロン

・ 友達の意見を聞いたり， ２をST２が担当し，CTは全体が把握 ・キッチン
展開 まねをしたりしながら， できるようにする。 タイマー

（35分） 生地を焼く。 ・ どんな条件で生地を焼くのか選ん ・マイレシ
だり，友達と話し合ったりすること ピブック
ができるように，生地を焼く条件を ・筆記用具
示した写真カードは移動式のホワイ ・写真カー
トボードに提示する。 ド

・ 後で自分や友達の活動の様子を振 ・顔写真
り返ることができるように，生地を カード
焼いている様子をタブレット端末で ・写真シー
撮影しておく。 ル

５ 自分が選んだ焼き方を発表 ・ 生徒同士が自分がおいしいと思っ ・移動式
する。 た焼き方について伝えることができ ホワイト
(1) 自分が焼いた生地を友達 るように，それぞれが焼いた生地や ボード
に提示する。 写真カードを提示する。
(2) 友達が試した焼き方につ ・ マイレシピブックに記録をする際
いて聞いたり，映像を見た に，文字を書くことが難しい生徒に
り，試食をしたりする。 は，写真シールを用意しておく。
(3) 自分が選んだ生地の焼き
方をマイレシピブックに記
録する。

６ 本時の学習について振り返 ・ 本時の学習を振り返ることができ ・ホワイト
り，次時の学習について話し るように，写真カードやマイレシピ ボード

終末
合う。 ブックを提示する。 ・学習計画

（５分）
・ 次時への意欲を高めることができ 表

７ 終わりの挨拶をする。 るように，本時で学んだことを生か
して，次時では生地の巻き方を学習
することを伝える。



テ
ー
ブ
ル

(5) 場の設定
【導入過程・展開過程（後半）・終末過程】

テレビ

CT

Ｋ．Ｋ Ｎ．Ｅ
Ｋ．Ｎ Ｍ．Ｒ Ｙ．Ｎ Ｓ．Ｍ Ｓ．Ｙ

ST１ ST２

【展開過程（前半）】

CT

Ｋ．Ｋ Ｍ．Ｒ Ｓ．Ｍ Ｓ．Ｙ

ST１ Ｋ．Ｎ Ｙ．Ｎ Ｎ．Ｅ

ST２

(6) 教材・教具
学習計画表 写真カード グループ表

○○さん ○○さん ○○さん

単元を通して，どんな学習を 生地を焼くための条件につい 誰と一緒に活動するのかが分
していくのかを示したもの。 て考えることができるように， かるように，一緒に活動する友

生地の種類や量などについて示 達や教師の顔写真と名前を提示
したもの。 するもの。

写真シール マイレシピブック

文字を書くことが難しい生徒 生徒一人一人が，自分のクレー
が，マイレシピブックに作り方 プの作り方を記録していくため
を記録するためのもの。 のもの。

ホワイトボード

ホワイトボード

テ

ー

ブ

ル

ホワイトボード ホワイトボード



(7) 評価
ア 全体目標に対する評価

映像や写真カードを見たり，友達と話し合ったりしながら，生地の種類や量，厚さ，焼き色
について考えてクレープの生地を焼くことができたか。

イ 個人目標に対する評価
生徒 個人目標に対する評価基準 評価 具体的な手立ての評価 評価

Ａ 映像や友達の姿を手掛かりに，生地の ・ 提示した映像や写
量を自分で調整しながら入れたり，お玉 真カードは，生徒が
を使って生地を伸ばしたりすることがで 生地を焼く手掛かり

Ｋ．Ｋ きた。 になっていたか。
（１年，男）Ｂ 教師と一緒に生地を入れたり，生地を ・ 場の設定は，友達

伸ばしたりすることができた。 の活動している姿が
Ｃ 映像を見たり，教師と一緒に生地を焼 見やすいものであっ
いたりすることが難しかった。 たか。

Ａ 写真カードや友達の姿を手掛かりに， ・ 生地を焼く条件を
自分で生地の量を調節したり，伸ばした 示した写真カードは，
りすることができた。 生徒にとって分かり

Ｂ 教師の言葉掛けを聞いて写真カードを やすいものであった

Ｋ．Ｎ
選んだり，生地の量を調節したり，生地 か。

（１年，男）
を伸ばしたりすることができた。 ・ 生地を焼く条件を

Ｃ 友達の姿や教師の言葉掛けを手掛かり 提示するホワイト
に，生地の量を調節したり，伸ばしたり ボードは，生徒が写
することが難しかった。 真カードを選ぶため

に分かりやすいもの
であったか。

Ａ 焼き色を手掛かりにホットプレートの ・ 提示した映像は，
温度を調節したり，返しやすさを予想し 生徒が生地を焼くた
て友達にアドバイスをしたりしながら生 めのポイントに気付
地を焼くことができた。 くことができるよう

Ｓ．Ｙ Ｂ 映像や写真カードを参考に，試食しな な内容であったか。
（１年，男） がら生地の量を調節したり，伸ばしたり ・ 写真カードで生地

することができた。 を焼く条件を示した
Ｃ 食感や生地の返しやすさを考えながら ことは，マイレシピ
生地の種類を選んだり，量や伸ばし方を ブックに記録するた
考えて焼いたりすることが難しかった。 めの手掛かりになっ

ていたか。
Ａ 友達が生地を焼く様子や生地の状態を ・ 映像や写真カード
見てホットプレートの温度を調節したり， を示したことは，焼
友達にどうしたら焼きやすいか具体的に き方の条件を考えた
意見を伝えたりしながら生地を焼くこと り，友達の姿を見て
ができた。 意見を伝えたりする

Ｍ．Ｒ
Ｂ 映像や写真カードなどを参考に自分の 上で，有効であった

（１年，男）
意見を伝えたり，焼き色や味を手掛かり か。
に生地の種類や量を考えて焼いたりする ・ 少人数で何度も生
ことができた。 地を焼くことができ

Ｃ 映像や写真カードなどを基に自分の意 るようにしたことは，
見を伝えたり，生地の種類や量，伸ばし 生徒がどんな焼き方
方を考えて焼いたりすることが難しかっ をしたらいいかを考
た。 える上で，有効であっ

たか。
Ａ 友達が生地を焼く姿を見て，まねをし ・ 生地を焼く条件を
ながら自分で生地の量を調節したり，焼 示した写真カードは，
き時間を設定したりすることができた。 生徒が操作しやすい

Ｙ．Ｎ
Ｂ 生地の量や焼く時間について言葉掛け ものであったか。

（１年，男）
を受けながら，一緒に生地の量を調節し ・ 生地を焼く条件に
たり，伸ばしたりすることができた。 ついて考えるために，

Ｃ 友達の姿を見たり，教師の言葉掛けを 教師は分かりやすく
聞きながら一緒に生地の量を調節したり， 言葉掛けをすること
伸ばしたりすることが難しかった。 ができていたか。



Ａ 友達の姿を手掛かりに，自分で生地の ・ 映像や写真カード
種類や量を選んだり，焼き色を見ながら は，生地の焼き方を
時間を選択したりすることができた。 考えるための手掛か

Ｂ 写真カードを手掛かりに生地の種類や りになっていたか。

Ｓ．Ｍ
量を選んだり，教師の言葉掛けを受けて ・ 場の設定は，ホワ

（１年，女）
焼き色を見て焼き時間を選び，生地を焼 イトボードを見たり，
いたりすることができた。 生徒が友達の姿を見

Ｃ 友達の姿を見たり，教師の言葉掛けを て活動したりしやす
聞いたりしても，生地の種類や量を選ん くなっていたか。
だり，焼き色を見たりすることが難しかっ
た。

Ａ 友達の姿を見たり，教師の言葉掛けを ・ 提示した映像は，
聞いたりすることで，自分で生地の量を 本時の学習で何をす
調節したり，伸ばしたりすることができ るのかを理解する上
た。 で，有効であったか。

Ｎ．Ｅ
Ｂ 友達が生地を焼いている姿や教師の言

（１年，女）
葉掛けを手掛かりに，一緒に生地の量を ・ 場の設定は，友達
調節したり，伸ばしたりすることができ の活動している姿が
た。 見やすいものであっ

Ｃ 教師の言葉掛けを受けて友達の姿を見 たか。
たり，友達や教師と一緒に生地を焼いた
りすることが難しかった。

評価基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまり達成できなかった
手立て Ａ：十分に有効であった Ｂ：有効であったが十分ではない Ｃ：あまり有効ではない


